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１．最近の自然災害と工業用水道施設の被害状況
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発生日 主な地域 分類 備考

１ ４月９日（月） 島根県 地震 震度５強
２ ４月１４日（土） 北海道 地震 震度５弱
３ ５月１２日（土） 長野県 地震 震度５弱
４ ５月２５日（金） 長野県 地震 震度５強
５ ６月１７日（日） 群馬県 地震 震度５弱
６ ６月１８日（月） 大阪府 地震 【大阪北部地震】震度６弱
７ ６月２９日（金） 岐阜県 大雨 水質異常
８ ７月６日（金） 西日本 大雨 【平成30年7月豪雨】
９ ７月７日（土） 千葉県 地震 震度５弱
１０ ７月２８日（土） 近畿、中国、九州 台風 台風１２号
１１ ８月５日（日） 山形県 大雨
１２ ８月８日（水） 関東付近 台風 台風１３号
１３ ８月１６日（木） 佐賀県 落雷
１４ ８月２２日（水） 四国、近畿 台風 台風１９号、２０号
１５ ９月３日（月） 近畿 台風 台風２１号
１６ ９月６日（木） 北海道 地震 【北海道胆振東部地震】震度７
１７ ９月２８日（金） 九州、四国、近畿 台風 台風２４号
１８ １０月５日（金） 九州付近 台風 台風２５号
１９ １０月５日（金） 北海道 地震 震度５弱
２０ １月３日（木） 熊本県 地震 震度５強
２１ １月２６日（土） 熊本県 地震 震度５弱
２２ ２月２１日（木） 北海道 地震 震度６弱

１－１．最近の自然災害と工業用水道施設の被害状況（平成30年度）

【大阪北部地震】
給水停止を伴う漏水、浄水場設備の破損、管
路設備（空気弁等）破損。

【平成30年7月豪雨】
取水場の水没、送水トンネル土砂流入、ポンプ
設備等水没。

【台風21号】
停電による給水停止、浄水場等建屋破損、海
水遡上による水質悪化。

【北海道胆振東部地震】
漏水、広域停電による送水ポンプ停止（自家
発電設備運転のための燃料確保に苦慮）。

＜被害状況＞＜発生状況＞

○平成３０年度は、地震（大阪北部地震、北海道胆振東部地震）や豪雨（平成30年7月豪雨、台風21号等）が各地で被害をも
たらし、工業用水道施設も被災。
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２．主要論点
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１．平成30年は災害が多発。特に、平成30年7月豪雨では、広島県内の工業用水道
施設は大規模に被災し、工業用水の供給が滞ることによる地域経済への影響が甚
大だった。
⇒ 今までの工業用水道施設の改築及び、老朽化・耐震化に関する支援に際し、
評価基準として経済性の観点を考える必要があるのではないか。

２．平成30年7月豪雨、台風21号、北海道胆振東部地震において、発電所や大規模
事業所等への工業用水の給水が途絶する恐れが顕在化。2次災害の影響を回避す
るための重要インフラ等として工業用水の給水継続の重要性が明らかになった。
⇒ 今後、こうした工業用水に係るBCPについてどのように考えるべきか。

３．昨今、頻発化・激甚化するという環境変化に対して、現行の補助制度は施設の耐震
化や老朽化への対応で進めてきた。
⇒ 今後も地震対策だけでよいのか。地震への強靭化（耐震化）に相当する浸水

等水害に対する強靭化（耐水化）についてどう考えるべきか。

２－１．主要論点


